
祖父・“吉村佐平の足跡を尋ねて” 
台湾・花蓮市訪問 

平成２５年５月１０日～１３日 

 

 

 

 

 

吉村和就 
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“花蓮は私の命で心の故郷だった” 
吉村佐平物語 

・明治１９年 岐阜県生まれ 
・明治大学中退し台湾・花蓮に 
・明治４２年（１９０９－１９４６在台湾） 
 
・製糖工場建設業 
・道路整備業 
・建設会社経営（吉村組） 
・吉村鉄工所 
・吉村商事 
・花蓮港信用組合設立 
・花蓮市建築信用合作社設立 
（花蓮市第二信用合作社） 

２０年間組合長を歴任 



インフラ整備に尽くした吉村佐平 
生活物資、建設資材の運搬には道路整備が急務であるとして 
台北、台中、タロコ峡と花蓮との道路の開発・整備に力を入れた。 
 
急峻な崖が多く、また正確な地図がないため原住民（高砂族、アミ族など）で 
能力のある若者を積極的に採用し、現場監督とした。 
 



台湾・花蓮の経済発展に尽くした 
吉村企業集団（１９０９－１９４５年） 

吉村佐平（会長、社長） 
・吉村商事 ・吉村鉄工 ・吉村組 

・花蓮港信用組合 ・花蓮港倉庫信用組合 

日本人経営幹部 
鷲見定、横山吉寛、金城堅、ほか 

総勢７０名（内地より積極的な人材を募集した） 

現地人・原住民・少数民族の中から 
能力があり信用のおける人材を登用した 

最盛期で約３０００人の従業員を雇用していた。 
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花蓮港信用組合新社屋落成 
【民国２２年８月３１日】 

中心が吉村佐平 



佐平語録 

• 最善を尽くせ 

• 常に学べ、時代は常に変化している 

• 活字になっていない情報が大事だ 

• 人材の発掘、登用を常に心がけよ 

• 原住民にチャンスを与え 

  責任を持たせ仕事を遂行せよ 

• ダメなら能力のある人間に替えよ、直ぐに 



花蓮有名人ゴルフ大会 



昭和時代の花蓮港市街地図 

花蓮港鉄道駅 

吉村商店 

吉村鉄工 

吉村組従業員宿舎 

黒金通り（銀座通りと言われた） 



昔の住居は、今商務旅館に 

花蓮市黒金通り１３番地 （現在 中山路） 



昭和２１年 終戦で日本へ引き揚げ 

• 昭和２１年９月  

• 花蓮港から佐世保へ 

• 元従業員１００人以上の 

• 見送りを受ける、 

• 涙する幹部も・・・。 

引き揚げ者 
を待機させた 
花蓮港 

（建物本体は 
当時のまま） 

撮影 
平成２５年５月 



引き揚げ時の財産目録らしい（１４０，０３５円ー中華民国歴３５年４月３日付） 
昭和２１年（１９４６年）台湾銀行花蓮港支店の接収証明書による 



孫吉村和就・花蓮市第二信用合作社 
創立７５周年記念に招待される 

１９９１年１１月１６日 





湾生・故郷に帰る 
（湾生：台湾で生まれた日本人） 
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歓迎晩さん会 
（花蓮市政府、地元企業主催） 



集合写真（湾生+地元関係者） 



戸籍謄本授与式 

祖父・吉村佐平の 
戸籍謄本を花蓮市責任者 
より受領 

授与式の会場（約４００人の聴衆） 



引き揚げ船の出た花蓮港 

昭和２０年後半から２１年にかけて 
日本（下関、佐世保、他）に向けて 
ここから引き揚げ船が出た。 
 貨物船の由、衛生状態が悪く 
多くの引き揚げ者が船上で死亡 
した。（赤痢、下痢、マラリア） 



吉村佐平による街づくり 
黒金通りは、水はけが悪く湿地だったが 
吉村佐平が主導し商店街のアーケード 
を作り駅前の一等地にした。 
商店街のピラー（柱)は佐平さんのデザインらしい 
そのまま残っている。 



吉村佐平が初めに住んだ家 

謝さん（８６歳） 



祖父・吉村佐平が最初に住んだ家（１９１０－１５年？） 
庭には岐阜からもってきた柿の木があった。木曽ヒノキ材も使用 
現在 地元新聞社の社長宅となっている（花蓮市花蓮街2-1） 


